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の水溜まりの石のある羊洗いの囲い》1996 年（Melmerby Dubstone 
Washfold, 1996）


























































































































３）	Hidekazu	 TSUJIAI:	 "Virtual	Wall	 Painting	 of	
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　平成20年11月１日〜２日にかけて、台北にある国父
記念館において開催された、「漢字運用与国(華)語文教
学国際学術研討会」に参加し、中国語における漢字問
題について、参加者と討論を行った。参加国・地域は、
台湾、中国、香港、日本、韓国、アメリカ、ドイツ、
フランス、フィリピン、マレーシアであり、参加人数
は178名であった。
　シンポジウムでの討論を通じて明らかになったこと
は、中国語における漢字表記は、言語的な問題と政治
的な問題が複雑に絡んでおり、台湾人のアイデンティ
ティーと深く関わる問題であるということである。
　この点は、基調報告における、台湾で使用されてい
る漢字を「正体字」と呼ぶべきであるという主張に典
型的にあらわれている。中国大陸で使用されている漢
字の一部は、字形を簡略化した「簡体字」と呼ばれ、
台湾で使われている漢字を中国では「繁体字」と称し
ているが、台湾で使用している漢字が本来の字形であ
る「正体字」であり、「繁体字」という言い方は、「正
しくない」という主張である。討論全体を通じて共有
された認識は、漢字は単なる意匠ではなく、漢字を使
用する社会の歴史と政治に深く根関わるものであると
いうことである。
　「ことば」は文化そのものであり、個人や民族のアイ
デンティティー形成の重要な一部であり、ことばを表
記する「文字」もその点は同様である。このことは隣
国のみに限られることではなく、日本においても、標
準語普及のためにかつて、沖縄の小学校では、「方言カー
ド」なるものが使われ、授業中に「沖縄方言」を口に
すると、「方言カード」を首からぶら下げさせられたと
いう痛ましい事実がある。「ことば」に対する深い理解
と洞察に基づいた、研ぎ澄まされた感性を養うには、
こうした「ことば」の持つ文化的・社会的・政治的意
味と機能に対する認識が根底にあってはじめて可能に
なるのである。
　「モノ」に名を付けるという場合にも、ことばの目新
しさのみを追求した「ネーミング」に腐心するのでは、
ことばを単に消費の道具として使っているにすぎない。
　「ことば」を単にコミュニケーションの道具ととらえ
る考え方が、いかに浅薄な考えであるかを再認識した
シンポジウムであった。
漢字運用と華文教学国際学術シンポジウム
への参加
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